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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
分担研究報告書 

 
がん医療ネットワークナビゲーターによるがん医療情報提供強化プロジェクト：情報が確

実に手元に届く地域連携モデルの構築」に関する研究 
 

研究分担者：調  憲 群馬大学大学院医学系研究科 肝胆膵外科学分野 教授 
 
研究要旨 
本研究の目的は、平成 26 年度から 28 年度までの 3 年間に、熊本、福岡、群馬の３県
で「がん医療ネットワークナビゲーター」の養成を試み、その実効性を評価することに
ある。初年度（平成 26 年度）には、「がん医療ネットワークナビゲーター」を養成する
ための教育プログラムを確立し、平成 27 年度には、これらの教育プログラムを実稼働
させた。最終年度となる今年度は、「がん医療ネットワークナビゲーター」の養成を継
続して資格認定を行い、養成プログラムの実効性を評価、内容を改善するとともに、資
格取得者を、熊本、福岡、群馬の３地域に実際に配置してモデル事業を展開、その効果
と発展性、課題を検証し、研究を総括した。研究分担者としてこれらすべての立案・実
施に参画するとともに、福岡における養成プログラムの企画、運営を、研究協力者の藤 
也寸志（九州がんセンター・院長）とともに担当した。 
基盤知識習得のためのプログラムとして、１）10 月 20，21 日教育研修セミナー（A

セッション, パシフィコ横浜）２）10 月 22 日コミュニケーションスキルセミナー（B
セッション，パシフィコ横浜）３）e-ラーニング（平成 28 年 3 月 31 日現在 受講者
計 172 名）、を行った。実地研修は、平成 28 年 3 月 1 日より研修申請の受付を開始
し、福岡県（佐賀県、大分県からの要請によりこれを含む）では、資格認定者 1 名を輩
出、7 名が実地研修中である（平成 29 年 3 月 31 日時点）。さらに、A セッション修了
者計 242 名，B セッション修了者計 17 名，e-ラーニング受講者計 37 名となってお
り、今後も資格認定者の増加が見込まれる。 
また、教育プログラムの実施とともに、受講者、指導者のアンケート等によるその効

果と発展性、課題の検証を行った結果、福岡県での最大の課題は実地研修で、キャンサ
ーボードの開始時間が遅く、実習生に負担，相談事例は予約制ではないので、実習日に
がん相談がない場合が多い，半年の実習期間を予定しているが予定事例数に達するか不
明，対面相談の調整が難しい，相談者の同意を得て相談に同席できる機会を作ることが
あまりできない（初めて相談に来られた場合は相談内容や背景もわからないので相談者
に同席を申し出にくい）、などの問題点があることが明らかとなった。また、医療ネッ
トワークナビゲーターの目的を達成するためには、行政や拠点病院が一緒になって行う
広報活動やがん診療連携拠点病院との協同運用、ナビゲーターとがん専門相談員とで定
期的な連携の場を持つことなど、が必須であることも明らかとなった。 
これら養成プログラム実施 3 県におけるこれら検証結果に基づき、今後の方針につい

て議論し、事業を全国へと拡大するために、１）認定制度を２段階制とし、現プログラ
ム修了者を「がん医療ネットワークナビゲーター」の指導者(上級認定)とし、適切な相
談者へつなぐことに限定した役割を果たす人材（一般認定）の研修負担を軽減する教育
プログラムを作成する、２）A セッションの e-ラーニング化、３）実地研修の内容の見
直し等、を含む規則改訂の方針を決定し、3 年間の研究の総括とした。 
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 相羽 惠介(東京慈恵会医科大学/内

科学講座腫瘍・血液内科・教授) 
 佐々木治一郎(北里大学医学部附属

新世紀医療開発センター/横断的医
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/がん対策情報センターがん医療支
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腫瘍内科・部長） 
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瘍内科・部長） 

 浅尾 高行（群馬大学/ビックデー
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 藤 也寸志（九州がんセンター/院
長） 

 
Ａ．研究目的 
本研究では、がん診療連携機能の強化を

大目的とし、地域がん医療ネットワークに
精通した「がん医療ネットワークナビゲー
ター」の養成を試み、これを施設・機関を
超えて地域ネットワーク内に配置・機能さ
せる情報提供の強化モデル事業を展開し、
満足できるがん医療と社会生活を送るため
の具体的な情報をすべての患者に確実に伝
える仕組みの構築を目指す。  
研究分担者として、すべての事業に参画

し、企画立案・運営に携わり、がん医療ネ
ットワークナビゲーターの養成プログラム
を確立するとともに、研究協力者の藤 也
寸志（九州がんセンター・院長）とともに
福岡県でのモデル事業を推進する。 
 
【年次到達目標】 
初年度（平成 26 年度）に、①基盤知識習
のための e-ラーニング、②コミュニケーシ
ョンスキル習得研修、③都道府県や地域の
がん診療・医療サービス情報、患者支援組
織、ピアサポートなどの医療サポート情
報、生活支援サービス情報などの収集・提
供実地研修からなる「がん医療ネットワー
クナビゲーター」の教育システムを確立
し、平成 27 年度は、研修実施施設である

がん診療拠点病院との連携を深め、本制度
への理解と協力を得て、教育プログラムを
評価・改善、最終年度は、「がん医療ネット
ワークナビゲーター」を、がん年齢調整死
亡率の低い（熊本）、高い（福岡）、中間の
（群馬）３地域に配置してモデル事業を展
開、その効果と発展性、課題を検証して、
研究を総括する。 
 
B. 研究方法 
本研究は、がん医療ネットワークナビゲー
ターの、1)教育プログラムの確定とその遂
行のための基盤整備（平成 26 年度）, 2) 教
育の実践と資格認定（平成 27，28 年度），
及び 3)資格認定者の現場配置によるモデル
事業の実施と有用性評価（平成 28 年度）、
の３ステップからなる。 
最終年度となる本年度（平成 28 年度）に
は、平成 26 年度のがん医療ネットワーク
ナビゲーター養成の基盤整備、平成 27 年
度のがん医療ネットワークナビゲーターの
養成制度の実稼働を受けて、がん医療ネッ
トワークナビゲーターの現場配置によるモ
デル事業の実施と実効性評価、全国展開へ
向けての制度の改良を行う。 
すなわち、「がん医療ネットワークナビゲー
ター」を、がん年齢調整死亡率の低い（熊
本）、高い（福岡）、中間の（群馬）３地域
に実際に配して（ネットワーク形成施設所
属の有資格者を選び、連絡先を明示してナ
ビゲーターとして機能させる）、地域がん医
療ネットワーク情報提供強化モデル事業を
展開（熊本：片淵/研究分担者；福岡：調/研
究分担者，群馬：桑野/研究分担者）、研究
代表者 西山が全研究分担者とともに、ナ
ビゲーター及び施設・機関の利用者数、受
療内容統計などの数値統計や患者・患者家
族、医療施設・機関アンケートなどによ
り、その効果と発展性、課題について明ら
かにし、研究を総括する。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究は、人材養成と医療情報の提供体制
の確立を目的とした研究で介入試験を伴わ
ない。ただし、モデル事業における評価は
疫学研究の対象になるとも考えられ、「疫学
研究に関する倫理指針」を遵守してこれを
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行う。また、現在、疫学研究と臨床研究に
関する倫理指針の見直しが進められている
ことから、「臨床研究に関する倫理指針」、
「人を対象とする医学系研究に関する倫理
指針（平成 27 年 4 月 1 日施行予定）」にも
配慮して研究を進める。 
モデル事業の評価を行う際には、研究対象
者に対する個人情報の管理、人権擁護上の
配慮、不利益・危険性の排除や説明と同意
（インフォームド・コンセント）への対応
を含めた研究計画について、全施設の関連
倫理審査委員会に申請して審査を受ける。
臨床試験でないためにモニタリング・監査
に関する特別な体制は構築しないが、研究
代表者、分担者は、研究の適正性及び信頼
性を確保するために必要な情報を収集し
て、研究参加機関の長にこれを報告し、依
頼を受けた倫理審査委員会の審査を受け、
研究参加機関の長の指示・決定に従って研
究を行う。 
 
C. 研究結果 
最終年度となる平成 28 年度は、計画通
り、初回認定者を実際に配置して事業を展
開するとともに、実地研修を含めた教育プ
ログラムを継続して、その効果と発展性、
課題を検証した。また、検証結果をもとに
全国展開を可能とすべく、がん医療ネット
ワークナビゲーター制度を改良した 
基盤知識習得のためのプログラムとして、

１）教育研修セミナー（A セッション）を横
浜で開催（平成 28 年 10 月 20, 21 日 参加
者計 34 名：免除者 6 名を含め計 814 名）、
２）e-ラーニングを継続（平成 29 年 3 月 31
日現在 受講者計 181 名）、３）コミュニケ
ーションスキル研修（B セッション）を平成
28 年 10 月 22 日に横浜で開催（参加者 19
名 免除者 4 名を含め受講者計 104 名）し
た。実地研修については、４）計 51 施設を
実地研修施設に認定し、計 32 名が研修を行
っている。このうちすべてのプログラムを
修了し、認定の申請に至ったもの計 15 名、
そのうち 4 名を「がん医療ネットワークナ
ビゲーター」として初回認定した（平成 29
年 3 月 31 日現在）。認定審査は定期的に行
っており、認定者は着実に増加している（平
成 29 年 4 月 30 日現在，申請者 18 名，認
定者 15 名）。 

福岡県（佐賀県、大分県からの要請によ
りこれを含む）では、資格認定者 1 名を輩
出、7 名が実地研修中である（平成 29 年 3
月 31 日時点）。さらに、A セッション修了
者計 242 名，B セッション修了者計 17
名，e-ラーニング受講者計 37 名となって
おり、今後も資格認定者の増加が見込まれ
る。 
これら教育プログラムの実施と並行し、

受講者、指導者のアンケートを含め、その
効果と発展性、課題の検証を行った。結
果、福岡県での最大の課題は実地研修で、
キャンサーボードの開始時間が遅く、実習
生に負担，相談事例は予約制ではないの
で、実習日にがん相談がない場合が多い，
半年の実習期間を予定しているが予定事例
数に達するか不明，対面相談の調整が難し
い，相談者の同意を得て相談に同席できる
機会を作ることがあまりできない（初めて
相談に来られた場合は相談内容や背景もわ
からないので相談者に同席を申し出にく
い）、などの問題点があることが明らかとな
った。また、医療ネットワークナビゲータ
ーの目的を達成するためには、行政や拠点
病院が一緒になって行う広報活動やがん診
療連携拠点病院との協同運用、ナビゲータ
ーとがん専門相談員とで定期的な連携の場
を持つことなど、が必須であることも明ら
かとなった。 
また、取得資格者の配置によるモデル事

業を開始した。しかしながら、認定後日も
浅く、制度の周知が十分ではなく、本来も
目的である情報提供支援を実行するための
インフラ整備が主たる業務となった。しか
しながら、資格取得者も、どのように活動
していけばいいか迷っているとの意見もあ
り、医療ネットワークナビゲーターの目的
を達成するためには、行政や拠点病院が一
緒になって行う広報活動やがん診療連携拠
点病院との協同運用、ナビゲーターとがん
専門相談員とで定期的な連携の場を持つこ
となど、が必須であることも明らかとなっ
た。 
さらに、がん診療連携病院のがん相談室

からも、プレシジョンメディシンのプロジ
ェクトに関する医療相談が増え、相談員の
ギアをあげないと相談対応が難しくなって
きたとの状況報告があり、多様化する相談
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ニーズ、それに応じたナビゲーションが必
要であるとの見解に至った。 
これら養成プログラム実施 3 県における

検証結果に基づき、今後の方針について議
論し、事業を全国へと拡大するために、
１）認定制度を２段階制とし、現プログラ
ム修了者を「がん医療ネットワークナビゲ
ーター」の指導者(上級認定)とし、適切な
相談者へつなぐことに限定した役割を果た
す人材（一般認定）の研修負担を軽減する
教育プログラムを作成する、２）A セッシ
ョンの e-ラーニング化、３）実地研修の内
容の見直し等、を含む規則改訂の方針を決
定し、3 年間の研究の総括とした。各項目
の詳細は研究代表者総括報告に譲る。 
 
D. 考察 
がん医療ネットワークナビゲーターの教

育プログラム、実効性検証、総括に関して
は総括研究報告書に詳しく、重複を避ける
ため割愛し、ここでは、福岡県における研
究事業に集中して考察する。 
福岡県ではがん診療連携クリティカルパ

スの運用に関し、地域、都市の規模や中心
となる連携拠点病院の系列によって少なか
らぬ温度差がみられる。全県統一してのネ
ットワークの構築と福岡市のような大規模
都市型のネットワーク構築モデルの両者を
想定して、効率的な「がん医療ネットワー
クナビゲーター」の養成を行うモデル事業
を試みる計画であったが、今後の展開には
期待できるものの、資格認定者は 1 名（佐
賀県、大分県からの要請によりこれを含
む）のみとなった。A セッション修了者計
242 名，B セッション修了者計 17 名，e-ラ
ーニング受講者計 37 名となっているこ
と、多彩な職種、所属施設の参加者が見ら
れた過去の説明会等で、ほぼ 100％に近い
回答者から肯定的な意見が得られたこと研
修の満足度も高かったことを合わせて考え
れば、その原因は明らかに広報の不足とい
うことができよう。目的は理解できるが、
ナビゲーターの目指すところがわかりにく
い。実習生も「相談支援センターへのナビ
ゲート」というより「実際に相談対応をす
る」ととらえている印象がある。また、「相
談支援センターへつなぐ」業務に関し、モ

チベーションをどこに持っていけばいいの
かという反応もみられた。 
また、他の 2 件と同様、最大の課題は実

地研修であることが明らかとなった。一部
制度の改定と広報、そして行政や全部のが
ん診療連携拠点病院を巻き込んでの、なん
らかの強制力の必要性を示唆するものと思
われる。さらに患者の複雑な病態や多様な
ニーズにも対応できるよう、地域の経験や
創意を取り入れていくことも不可欠であろ
う。 

3 年間の研究事業の総括として、全国へ
の展開と、制度を二段階制とすることなど
の改訂が決定されたことは大きな推進力と
なる。しかしながら、これらもニーズと医
療提供環境の地域性を考慮した弾力性ある
運用によってはじめて目的を達するものと
思われる。全国展開ともなれば、さらに多
様な対応が必要となろう。 
このことは、医療ネットワークナビゲー

ターの養成・配置を通じて実に国民の手元
に届くがん医療情報の提供システムを確立
するための必須事項と思われる。今後の展
開に期待している。 
 
E. 結論 
「がん医療ネットワークナビゲーター」

を、福岡、熊本、群馬 3 県で養成、実際に
現場に配置してその実効性を評価すること
を目指した本研究事業の最終年度となる今
年度は、初回認定者を実際に配置して事業
を展開するとともに、実地研修を含めた教
育プログラムを継続して、その効果と発展
性、課題を検証した。初回資格認定者は 4
名のみであったが、平成 29 年 4 月 30 日時
点では 15 名となり、順調に増加しつつあ
る。しかしながら、福岡県においては、養
成のあった佐賀県、大分県からに研究参加
者を含めても 1 名のみの資格認定となっ
た。現在 7 名が最終段階の実地演習の段階
にあることからその数は徐々に増加するも
のと期待されるが、福岡県ではがん診療連
携クリティカルパスの運用に関し、地域、
都市の規模や中心となる連携拠点病院の系
列によって少なからぬ温度差がみられる。
制度の改良、教育プログラムの見直しを経
て、日本癌治療学会の認定資格制度として
全国展開することが決定されており、今後
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の展開が期待されるが、福岡県では、全県
統一してのネットワークの構築と福岡市の
ような大規模都市型のネットワーク構築モ
デルの両者を想定して、その地域性、ニー
ズを活かした事業展開とその広報が強く求
められる。 
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